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へのご協力ありがとうございました。

皆様からいただきました募金は、屋久島の自然環境保全活動への支援・指導、山岳部保全の
ための普及活動、屋久島の子ども達への環境教育等へ活かすこととしております。

333,009円

Ａコープ宮之浦店 Ａコープ安房店 ＪＲホテル屋久島 鹿児島県屋久島事務所（2か所）
カレー茶房ハイビスカス グリーングラス 公民館(永田･一湊･宮之浦･安房)
コミュニティショップわたなべ ふれあいプラザやくしま館 sankara hotel&spa屋久島
THE HOTEL YAKUSHIMA しいば 縄文の宿まんてん 杉匠 武田産業 田代別館 たなか屋
寺田屋 泊書店 ドライブイン屋久杉縄文 お食事処はちまん ビジネスホテルかしま
ヒュッテフォーマサンヒロ 文昌堂 ペンションアクティブ ホテルオーベルジュ
ホテル屋久島山荘 ぽんたん館 本坊酒造 松田商店 マリンブルー屋久島 丸高水産
丸八商店 民宿山水 民宿前岳荘 民宿水明荘 民宿たけすぎ 民宿八重岳本館
民宿やくすぎ荘 屋久島いわさきホテル（2か所） 屋久島衛生社 屋久島ガス
屋久島観光センター（５か所） 屋久島グリーンホテル 屋久島警察署 屋久島高等学校
屋久島サウスビレッジ 屋久島森林管理署 屋久島森林生態系保全センター
屋久島世界遺産センター 屋久島町役場本庁・各出張所 屋久島電工
屋久島特産品協会屋久島ショップ 屋久島トラベル 屋久島パイン 屋久島八万寿茶園
屋久島ふるさと市場 屋久杉自然館 ヤクスギランド売店 ライフセンターヤクデン 旅荘美山
ロッジ八重岳山荘 わいわいらんど

（令和5年2月～令和6年1月）

森に触れ、森に親しむ多くの体験ができる１日。フォレストデイ限定のイベントが盛りだくさん！森に関
わるたくさんの人が体験コーナーでプログラムを開催します。この日だけの特別を楽しみましょう！

～「森と人がつながっている」を体感する1日

開催日時 令和6年２月１8日（日） 9：00～16：00

参加費 100円（保険料）

場所
屋久島環境文化研修センター受付
7000年の森エリア全域で実施
※雨天決行（雨天の場合、室内実施）

申込み 事前の申込みは必要ありません

当日実施プログラム
●薪割り&火おこし体験
●ネイチャーゲーム
●丸太切り体験
●コロコロタイムアタック
●まるりんと写真撮影会
●竹製とんぼづくり
●木育体験ブース
●森の楽器作り

１０：００～安房小金管バンドも登場♪
ほかにもプログラムを準備しているから来てね！

参加者募集



【2月・3月の休館日】

2月:5日（月）・13日（火）・19日（月） ・26日（月）

3月:4日（月）・11日（月）・18日（月） ・25日（月）

職場の同僚KがYouTube配信を始めた。

屋久島についての情報発信は、観光客など来訪
者が主流で、島在住者からの発信は少ないと聞く。
観光客目線の「屋久島の良さ」を発信している

ものの、地元目線での『本当の意味での屋久島の
良さ』が発信できていないとＫは感じていたそう。
私はSNSには疎いが、以前ネット時代黎明期に、

先輩方が発信していた地元の風習・行事などは、
見た目には古めかしいものとなっているように感
じる。
Ｋは、島在住でSNS社会で生きる者の使命とし

て「屋久島大好き！」の思いを届けたいと語る。
なりたい職業として人気を博して久しいユー

チューバーだが、それに携わる手間と労力は、素
人目に見てもなかなかのものである。
「島の文化や伝統」を今風に軽快な合いの手？を
入れつつ紹介する動画は、この島で生まれ育った
私の目にはとても愛らしく新鮮なものに映る。

Kのこれからの活躍に期待したい。

研修課
課長補佐 内田 広史

インストラクター 中村 幹（かん）

私たちの周りを取り巻く海は、月に２回、満月と新月

の前後数日間は「大潮」といい、月の引力の影響を強く
受け、場所にもよりますが一日に2メートル以上も水位
が変動します。この満ち引きのリズム、地球が太陽の
周りをまわる周期と、月が地球の周りをまわる周期の
ずれから、季節により潮の満ち引きのタイミングも変
わってくることはご存じでしょうか。実は、今の時期
は日中潮があまり引かず、夜に大きく潮が引くのです。
これを利用し、特に奄美大島よりも南の島々を中心に「いざり漁」という、冬、サンゴ礁内に取り残さ

れぐっすり眠っている魚や、夜間になると岩穴の奥深くから姿を現すタコやカニなどを獲りに出る漁法も
さかんに行われてきました。干潮時は普段海に浸かっている場所が干出し、サンゴ礁に暮らすいきものは
わずかに残る潮だまりに取り残されます。また、夜はエビやカニほか、普段見かけないタコやウミウシの
仲間など夜行性の多くのいきものが動き出し、日中は活発に泳ぎまわり、触れることなどとてもできない
スズメダイやメジナたちも眠りながらふらふらと潮だまりを漂っていて、素手で掬えてしまいそう！
冬の夜は普段会うことの難しい海のいきものたちに、間近で接することのできるチャンスなのです。
とても楽しい冬の海ですが、普段以上に危険もたくさん。水に落ちれば激しく体温を奪われ、場合に

よっては命取りになることもあります。事前に天候や潮汐を確認し、状況の悪い時には行かないこと、懐
中電灯は予備を含め複数用意、帰り道がわかるよう、点灯させて岸に置いておくこと、防寒・防水対策を
しっかりとし、ライフジャケット等を着用すること、決して、一人で行動はしないこと。
夜の世界はいきものたちの世界。そこに入っていくのであれば、相応の準備をしなくてはいけません。

参考：海上保安庁『イザリ漁にご用心』https://www.kaiho.mlit.go.jp

磯で遊ぶなら冬の夜？

ダウンロード無料

屋久島環境文化村センターでアプリを表示すると
観覧料が割引されるようになりました。

大 人 530円⇒430円
高校生・大学生 370円⇒300円

※1携帯等につき1人適用
※団体割引等の併用はできません
※従来ありました割引チケット（村割）は終了しました


